
 令和元年から令和５年の５年間における全国の死亡事故発生状況を分析したところ、 

・死亡事故は、一日の中で 17時台～19時台において最も多く発生している。 

・薄暮時間帯における死亡事故を見てみると、７月以降は増加傾向に転じ、特に１０月～１２月にかけて 

最も多く発生している。 

・「自動車対歩行者」死亡事故の時間当たりの発生件数は、昼間と比べて薄暮時間帯は約３．３倍。 

ということが明らかとなりました。 

  

令和 ６ 年                                   第１０号            

    

１０月 １７日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者や自転車利用者は、｢車は急に止まれない｣ということを認識し、夕暮れ夜間はドライバーなどから発見されやす

いよう、次のようにしましょう。 

☆白や黄色などの明るい色の服装を着用する     

☆かばんや靴、自転車や電動車いすなどに反射材をつける     ☆懐中電灯を携帯する 

 

 

 

薄暮時間帯は死亡事故が起きやすいんだな。歩行者はどんな対策をすればいいのかな？ 

秋からは急に日の入りが早くなるので、視界が悪くなり見えにくくなります。 

これからの時期は、自分の存在を周りに知らせる工夫をしてください。 

周囲が暗くなったら、対向車がい

ない場合は、前照灯をハイビームに

しましょう。 

ハイビームにすることで、より遠

くの人や物が早く発見でき、交通事

故を避けることができます。 

ヘッドライト下向きのとき 

出典：一般社団法人 日本反射材普及協会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 


